
※ この図面の方位に注意！    【西】 

                  ※ ２階部分の鳥瞰図（イメージ） 
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（↑ 階段より２階へ） 

【東】  

４ 各分野の展示概略【こんな項目（まとまり）で展示しています】 

 未来へつなぐ熊本の記憶 ～ 集める・伝える・創造する ～  

（１）１階 展示室（人文系：熊本の歴史と文化の由来をさぐる） 

① 考古分野 

「黄金文化への憧れ」「熊本に人がやってきた」「採集と狩りの時代」「稲 

作のはじまり」「古墳が造られた時代」「律令時代をむかえて」という項目 

で、国指定重要文化財の「球磨郡あさぎり町 才園古墳出土遺物」、熊本市 

内の各遺跡出土の土器や石器、弥生時代の甕棺、古墳時代の石棺、全国で 

唯一の五輪塔など、他所ではなかなか見ることができない貴重な展示品が 

たくさんあります。 

② 歴史・美術工芸分野 

「武士の台頭と、その社会」「加藤清正、肥後へ」「庶民の英雄・清正公」 

「成熟する肥後」「学問の広がり」「変わる熊本」という項目で、国指定重 

要文化財の細川家舟屋形をはじめ、「寿福寺／宝成就寺文書」（中世～戦国 

時代の古文書）、加藤清正所用甲冑（レプリカ）、細川忠興所用甲冑（レプ 

リカ）、博物館所蔵刀剣資料、西南戦争錦絵コレクションなどがあります。 

③ 民俗分野 

「躍動する民衆」「富国強兵と庶民の暮らし」「都市周辺に広がる農地」「軍 

都・熊本と戦争」「現代に繋がる暮らし」という項目を設けて構成していま 

す。主な展示物としては、雨乞い太鼓をはじめ、小泉八雲が見たトンボの 

造り物や、薬屋（町屋）・昭和の家の復元展示、肥後鍬・肥後犂といった熊 

本独自に発展した農機具などがあります。 

 

【北】 

【１F 展示室のイメージ鳥瞰図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

考古分野 収蔵展示室 
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 ※ その他、藤崎台のクスノキ群を核とした人文系・自然系「分野融合展示」

や、「熊本博物館の裏側」「昔の熊本の駅」「熊本城遺構展示」「三の丸地区

の歴史的変遷」なども紹介しています。 

 

（２）２階 展示室（自然系：熊本の自然にひそむ魅力と不思議に気づく） 

 ① 地質分野 

『熊本の大地の生い立ち』に迫るべく、県内産の化石や岩石を時系列順 

に展示する『くまもと５億年のタイムライン』や、有明海より見つかった 

ステゴドン科のゾウの臼歯化石と、中国に生息していた近縁種であるコウ 

ガゾウの全身骨格を対比する『ステゴドンがやってきた』、「示準化石」や 

「造岩鉱物」などの地史を読み解くために重要な化石・岩石・鉱物を見て 

学べる『ジオジオ・スタディルーム』などの項目と展示物があります。 

 ② 生物分野（動物・植物） 

『熊本の身近な自然』に迫るべく、「江津湖の多様性」「金峰山の多様性」 

という項目を設けて構成しています。主な展示物としては、江津湖のジオ 

ラマ、金峰山の動植物などがあり、熊本市域の身近な動植物や希少な動植 

物を標本や写真等で紹介しています。 

 ③ 生物分野（熊本県博物館ネットワークセンター：県市連携展示） 

熊本県域を網羅した生物展示を行っています。主な展示物としては、ク 

ロツラヘラサギやハナシノブ等、絶滅危惧種の標本などがあります。 

上記の展示物の他にも、市民・県民の皆さまによる博物館活動を紹介す 

るコーナーも設けられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  【２F 展示室のイメージ鳥瞰図】 

 

【北】  
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５ 館内学習プログラム【お迎え事業】 

（１）館内学習支援活動について 

　熊本博物館では、価値ある展示・収蔵資料や学芸員・研究員の専門知識及

び技能を活用することで子どもたちの学習意欲や問題解決能力を高めるとと

もに主体的に生きる力・生き抜く力を育成する一助として、『学校教育支援

事業』に取り組んでいます。この事業の中核は「ゲストティーチャー派遣授

業（お出かけ事業）」と「館内学習支援活動（お迎え事業）」です。 
 

次のページ以降に、館内展示・収蔵資料を教材とした「館内学習プログラ 

ム展開案・学習シート」のセットを紹介しています。 

博物館には展示資料を通して皆さまに「伝えたいこと」があり、来館され 

る方々には資料を介して「知りたいこと」があるはずです。 

『博学連携事業』の中核に据えるべきは、言うまでもなく児童・生徒の皆 

さんですから「伝えたいこと」と「知りたいこと」がリンクするプログラム 

を提示するには、学芸員と学校の先生方との協働作業が不可欠であると考え 

ました。そこで、初版（2018 年版）におきましては市内小中学校で社会科・ 

理科教育の振興に努めておられる先生方（全８名）にも研究協力員として参 

画していただきながら原案を作成し、その後、館内担当者で編集・校正作業 

を重ねて仕上げました（全 50 題材）。 

 

今回の改訂版では、前回の協働・参画作業のノウハウを生かし、学芸員が 

新規に作成・提案したいと考えたプログラムも追加しましたので、初版を上 

回る題材（数）を収めた冊子となりました。 

2018 年 12 月のリニューアルオープン以降に始めた「館内学習」ですが、既 

に多くのご利用・ご相談を受けるようになっています。 

本改訂版（第２版）が、「館内学習プログラム（お迎え事業）」のさらなる 

利活用につながりますならば幸いです。 

 

※ 本冊子中の写真等は全てモノクロになっておりますが、実際に館内学習 

を行うときには、学習シートをカラー印刷してお配りしています。 
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